
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

叱ってとめる  『あぷっ』 

 してはいけないことがあるということを、教えられ

てはじめて学んでいきます。１歳前の時期に、まず

「やってはいけないことがある」ということわからせ

ることから始めて行きます。 

例えば、絵本を破こうとしたときに、タイミングをは

ずさずに、「○○ちゃん」と名前を呼んで目を合わせ

て「あぷっ」といって、怖い顔をしてみせます。これ

が合図になって、気付くようになっていきます。 

まだ何がしてはいけないことなのかわからないので、

理屈ではなく、表情や態度で伝えていきます。そして

大事なことは、叱ったあとは、叱りっぱなしにしない

で、様子をみていくことです。しょんぼりしていた

ら、一緒に絵本を目の前で直すなどして知らせていき

ます。１歳を過ぎると、自分のしたことが分かってき

て一緒に「ごめんなさいをしようね」と真似させてい

くようにします。必ず、よくできたね、と褒めて気分

を直すようにします。 

 

ちゅうりっぷ ぐみ 

１０月に１名の男の子が仲間入

りしました！７名になり益々、

にぎやかになっています☆よろ

しくお願いおねがいします。 

コロナウィルスに
まけないぞ！！ 

絵の具で足型を取りました。足型をマントに見立て、スーパーマン＆スーパーウーマンに

変身☆元気いっぱい空を飛ぶスーパーマン＆スーパーウーマンの活躍に目が離せません！ 

戸外・テラス・室内あそび

で沢山あそんでいるよ！ 

 

月齢があがってくると、段々と

分かることが増えていきますね。

好奇心も旺盛になり、やってみた

いことが沢山増えてくる時期で

す。大人がヒヤッとするようなこ

とも果敢にチャレンジしてみよう

としますよね。そんな時は、こん

な伝え方をしてみると伝わりやす

いかもしれませんよ！！ 


